
高
速
自
動
車
国
道
法
及
び
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
条
文

○

高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
九
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
整
備
計
画
）

（
整
備
計
画
）

第
五
条

略

第
五
条

略

２
・
３

略

２
・
３

略

４

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
整
備
計
画
を
定
め
、

（
新
設
）

又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
都
道
府
県
（
地
方
自

治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項

の
指
定
都
市
の
区
域
内
に
お
け
る
整
備
計
画
に
あ
つ
て
は
、
当
該
指
定
都
市
）

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
費
用
の
負
担
）

（
費
用
の
負
担
）

第
二
十
条

高
速
自
動
車
国
道
の
管
理
に
要
す
る
費
用
は
、
こ
の
法
律
及
び
他
の

第
二
十
条

高
速
自
動
車
国
道
の
管
理
に
要
す
る
費
用
は
、
こ
の
法
律
及
び
他
の
法

法
律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
国
が
そ
の
四
分
の
三
以
上
で

律
に
特
別
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
国
の
負
担
と
す
る
。

政
令
で
定
め
る
割
合
を
、
都
道
府
県
（
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九

第
一
項
の
指
定
都
市
の
区
域
内
に
お
け
る
高
速
自
動
車
国
道
に
あ
つ
て
は
、
当

該
指
定
都
市
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
そ
の
余
の
割
合
を
負
担
す

る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
負
担
す
べ
き
高
速
自
動
車
国
道
の
管
理
に

２

国
は
、
高
速
自
動
車
国
道
の
存
す
る
都
道
府
県
が
著
し
く
利
益
を
受
け
る
場
合

要
す
る
費
用
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
庫
に
納
付
し
な
け
れ
ば

に
お
い
て
は
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
高
速
自
動
車
国
道
の



な
ら
な
い
。

管
理
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
当
該
都
道
府
県
に
負
担
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
共
用
高
速
自
動
車
国
道
管
理
施
設
の
管
理
に
要
す
る
費
用
）

（
共
用
高
速
自
動
車
国
道
管
理
施
設
の
管
理
に
要
す
る
費
用
）

第
二
十
条
の
二

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
及
び
都
道
府
県
の
負
担
す
べ
き

第
二
十
条
の
二

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
負
担
す
べ
き
高
速
自
動
車
国
道

高
速
自
動
車
国
道
の
管
理
に
要
す
る
費
用
で
共
用
高
速
自
動
車
国
道
管
理
施
設

の
管
理
に
要
す
る
費
用
で
共
用
高
速
自
動
車
国
道
管
理
施
設
に
関
す
る
も
の
に
つ

に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
他
の
道
路
の
道
路
管
理
者

い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
及
び
他
の
道
路
の
道
路
管
理
者
は
、
協
議
し
て
そ
の
分

は
、
協
議
し
て
そ
の
分
担
す
べ
き
金
額
及
び
そ
の
分
担
の
方
法
を
定
め
る
こ
と

担
す
べ
き
金
額
及
び
そ
の
分
担
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

が
で
き
る
。

（
兼
用
工
作
物
の
費
用
）

（
兼
用
工
作
物
の
費
用
）

第
二
十
一
条

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
及
び
都
道
府
県
の
負
担
す
べ

第
二
十
一
条

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
の
負
担
す
べ
き
高
速
自
動
車
国

き
高
速
自
動
車
国
道
の
管
理
に
要
す
る
費
用
で
当
該
道
路
が
他
の
工
作
物
と
効

道
の
管
理
に
要
す
る
費
用
で
当
該
道
路
が
他
の
工
作
物
と
効
用
を
兼
ね
る
も
の
に

用
を
兼
ね
る
も
の
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
他
の
工

関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
他
の
工
作
物
の
管
理
者
と
協
議

作
物
の
管
理
者
と
協
議
し
て
そ
の
分
担
す
べ
き
金
額
及
び
分
担
の
方
法
を
定
め

し
て
そ
の
分
担
す
べ
き
金
額
及
び
分
担
の
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

略

２
・
３

略



○

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
等
）

（
国
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の
特
例
等
）

第
百
五
条

沖
縄
振
興
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
も
の
で
政

第
百
五
条

沖
縄
振
興
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
う
ち
、
別
表
に
掲
げ
る
も
の
で
政

令
で
定
め
る
も
の
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
国
が
負
担
し
、
又
は
補
助
す
る
割

令
で
定
め
る
も
の
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
国
が
負
担
し
、
又
は
補
助
す
る
割

合
は
、
当
該
事
業
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
表
に
掲
げ
る
割

合
は
、
当
該
事
業
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
表
に
掲
げ
る
割

合
の
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
割
合
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事

合
の
範
囲
内
で
政
令
で
定
め
る
割
合
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事

業
に
要
す
る
経
費
に
係
る
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
者
の
負
担
又
は
補
助
の
割

業
に
要
す
る
経
費
に
係
る
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
者
の
負
担
又
は
補
助
の
割

合
に
つ
い
て
は
、
他
の
法
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
令
で
特
別
の
定
め
を

合
に
つ
い
て
は
、
他
の
法
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
令
で
特
別
の
定
め
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
～
七

略

二
～
七

略

別
表
（
第
百
五
条
関
係
）

別
表
（
第
百
五
条
関
係
）

国
庫
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の

国
庫
の
負
担
又
は
補
助
の
割
合
の

項

事
業
の
区
分

項

事
業
の
区
分

範
囲

範
囲

略

略

略

略

略

略

略

略

五

道
路

道
路
法
第
二
条
第
一
項
に
規

十
分
の
九
・
五
（
道
路
法
第
十
三

五

道
路

道
路
法
第
二
条
第
一
項
に
規

十
分
の
九
・
五
（
道
路
法
第
十
三

定
す
る
道
路
の
新
設
、
改
築

条
に
規
定
す
る
指
定
区
間
内
の
国

定
す
る
道
路
の
新
設
、
改
築

条
に
規
定
す
る
指
定
区
間
内
の
国



及
び
修
繕
並
び
に
高
速
自
動

道
を
構
成
す
る
敷
地
で
あ
る
土
地

及
び
修
繕
並
び
に
同
法
第
十

道
を
構
成
す
る
敷
地
で
あ
る
土
地

車
国
道
及
び
同
法
第
十
三
条

の
う
ち
太
平
洋
戦
争
の
開
始
の
日

三
条
に
規
定
す
る
指
定
区
間

の
う
ち
太
平
洋
戦
争
の
開
始
の
日

に
規
定
す
る
指
定
区
間
内
の

か
ら
復
帰
協
定
の
効
力
発
生
の
日

内
の
国
道
の
維
持
そ
の
他
の

か
ら
復
帰
協
定
の
効
力
発
生
の
日

国
道
の
維
持
そ
の
他
の
管
理

の
前
日
ま
で
に
築
造
さ
れ
た
道
の

管
理

の
前
日
ま
で
に
築
造
さ
れ
た
道
の

敷
地
で
あ
つ
た
も
の
の
取
得
及
び

敷
地
で
あ
つ
た
も
の
の
取
得
及
び

賃
借
に
あ
つ
て
は
十
分
の
十
、
国

賃
借
に
あ
つ
て
は
十
分
の
十
、
国

以
外
の
者
の
行
う
事
業
に
あ
つ
て

以
外
の
者
の
行
う
事
業
に
あ
つ
て

は
十
分
の
九
）
以
内

は
十
分
の
九
）
以
内

略

略

略

略

略

略

略

略



○

道
路
整
備
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
五
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
歳
入
及
び
歳
出
）

（
歳
入
及
び
歳
出
）

第
三
条

こ
の
会
計
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
収
入
及
び
附
属
雑
収
入
を
も
つ

第
三
条

こ
の
会
計
に
お
い
て
は
、
次
条
の
規
定
に
よ
り
地
方
道
路
整
備
臨
時
交

て
そ
の
歳
入
と
す
る
。

付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
財
源
に
充
て
ら
れ
る
揮
発
油
税
の
収
入
、
第
四

一

次
条
の
規
定
に
よ
り
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用

条
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
道
路
法
第
四
十
九
条
若
し
く
は

の
財
源
に
充
て
ら
れ
る
揮
発
油
税
の
収
入

第
五
十
条
第
一
項
、
第
二
項
本
文
若
し
く
は
第
三
項
、
道
路
の
修
繕
に
関
す
る

二

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
八
十
二
号
）
第
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
、

三

道
路
法
第
四
十
九
条
若
し
く
は
第
五
十
条
第
一
項
、
第
二
項
本
文
若
し
く

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
八
十
一
号

は
第
三
項
、
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
八

）
第
二
十
二
条
第
一
項
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律

十
二
号
）
第
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二

（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
七
条
第
一
項
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置

年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
十
条
第
一
項
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特

法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
第
百
六
条
第
五
項
又
は
電
線
共
同
溝
の
整

別
措
置
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
、
交

備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
二
十
二
条
第

通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第

一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
等
の
負
担
金
（
以
下
「
地

四
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
、
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置

方
負
担
金
」
と
い
う
。
）
、
道
路
法
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
一

法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項

項
、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は

又
は
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
第
百
六
条
第

第
六
十
二
条
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一
項
若

五
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府
県
等
の
負
担
金
（
以
下
「
地
方
負
担
金
」
と

し
く
は
第
二
十
一
条
又
は
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
七

い
う
。
）

条
第
一
項
（
同
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第

四

道
路
法
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
五
十
五
条

十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
国
以
外
の
者
の
負
担
金
、

第
一
項
、
第
五
十
八
条
第
一
項
、
第
五
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若

道
路
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
徴
収
す
る
受
益



し
く
は
第
六
十
二
条
、
高
速
自
動
車
国
道
法
第
二
十
条
の
二
若
し
く
は
第
二

者
負
担
金
、
受
託
工
事
に
係
る
納
付
金
、
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
借
入

十
一
条
第
一
項
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一

金
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
八
条
の
三
第

項
若
し
く
は
第
二
十
一
条
又
は
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置

一
項
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
三

法
第
七
条
第
一
項
（
同
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

十
四
号
）
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
三
条
の
四
第
一
項
、
東
京
湾
横
断

。
）
、
第
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
国
以
外
の
者

道
路
の
建
設
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第

の
負
担
金

三
条
第
一
項
、
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二

五

道
路
法
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
徴
収
す
る

年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
、
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施

受
益
者
負
担
金

設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第

六

受
託
工
事
に
係
る
納
付
金

十
三
条
又
は
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
三

七

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
借
入
金

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
金
、
独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所

八

道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
八
条
の
三
第

法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
納
付

一
項
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第

金
及
び
附
属
雑
収
入
を
も
つ
て
そ
の
歳
入
と
し
、
道
路
整
備
事
業
に
要
す
る
費

三
十
四
号
）
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
三
条
の
四
第
一
項
、
東
京
湾

用
、
附
帯
工
事
に
要
す
る
費
用
及
び
受
託
工
事
に
要
す
る
費
用
（
こ
れ
ら
の
事

横
断
道
路
の
建
設
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
四
十
五

業
及
び
工
事
の
う
ち
国
が
北
海
道
又
は
沖
縄
県
で
行
う
も
の
に
係
る
職
員
の
給

号
）
第
三
条
第
一
項
、
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭

与
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
工
事
事
務
費
そ
の
他
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
、
民
間
資
金
等
の
活
用
に

る
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
に
相
当
す
る
費
用
を
除
く
。
）
、
第
十
条
第
一
項
の

よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第

規
定
に
よ
る
借
入
金
の
償
還
金
及
び
利
子
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一

百
十
七
号
）
第
十
三
条
第
一
項
又
は
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年

般
会
計
へ
の
繰
入
金
並
び
に
附
属
諸
費
を
も
つ
て
そ
の
歳
出
と
す
る
。

法
律
第
二
十
二
号
）
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
金

九

独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
納
付
金

２

こ
の
会
計
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
費
用
及
び
附
属
諸
費
を
も
つ
て
そ
の

（
新
設
）

歳
出
と
す
る
。



一

道
路
整
備
事
業
に
要
す
る
費
用
、
附
帯
工
事
に
要
す
る
費
用
及
び
受
託
工

事
に
要
す
る
費
用
（
こ
れ
ら
の
事
業
及
び
工
事
の
う
ち
国
が
北
海
道
又
は
沖

縄
県
で
行
う
も
の
に
係
る
職
員
の
給
与
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
工
事
事
務

費
そ
の
他
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
に
相
当
す

る
費
用
を
除
く
。
）

二

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
借
入
金
の
償
還
金
及
び
利
子

三

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金

附

則

附

則

１
～

略

１
～

略

18

18

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
政
府
の
経
理
を
こ
の
会
計
に
お
い
て

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
政
府
の
経
理
を
こ
の
会
計
に
お
い
て

19

19

行
う
場
合
又
は
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る

行
う
場
合
又
は
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る

社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八

社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八

十
六
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
投
資
特
別
会
計
社
会
資
本
整
備

十
六
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
投
資
特
別
会
計
社
会
資
本
整
備

勘
定
か
ら
こ
の
会
計
に
繰
入
れ
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
三
条
及
び
第
四
条
の

勘
定
か
ら
こ
の
会
計
に
繰
入
れ
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
三
条
及
び
第
四
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
四
条
の
規
定
に
よ

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
中
「
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
か

る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
又
は
附
則
第
二
十
一
項

ら
の
繰
入
金
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
条
又
は
附
則
第
二
十
一
項
若
し
く
は
第
二

若
し
く
は
第
二
十
四
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
日
本
電
信

十
四
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進

の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別

に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
七
条
第
五
項

措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
七
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の

又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
産
業
投
資
特
別
会
計
社
会
資
本
整
備
勘
定
か
ら
の

規
定
に
よ
る
産
業
投
資
特
別
会
計
社
会
資
本
整
備
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
」
と
、

繰
入
金
」
と
、
同
項
第
八
号
中
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法

「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
八
条
の
三
第
一

律
第
七
号
）
第
八
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（

項
」
と
あ
る
の
は
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）



昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
八
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
附
則
第
七
条
第

第
八
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
附
則
第
七
条
第
一
項
」
と
、
「
民
間
都
市
開
発

一
項
」
と
、
「
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
五
条

年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
民
間
都
市
開
発
の
推

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
五
条
第
一

和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
附
則
第
十
五
条
第

項
若
し
く
は
附
則
第
十
五
条
第
一
項
」
と
、
「
又
は
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（

一
項
」
と
、
「
又
は
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号

平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
、
都
市

）
第
三
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四

再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
三
十
条
第
一
項
、
道

年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
三
十
条
第
一
項
、
道
路
法
附
則
第
四
項
若
し
く
は
第

路
法
附
則
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
、
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第

五
項
、
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
、
土
地
区
画
整
理
法
（
昭

一
項
、
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
附
則
第
二
項

和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
附
則
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
九
項

若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交

ま
で
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置

通
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
附
則

法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
附
則
第
三
項
、
共
同
溝
の
整
備
等
に

第
三
項
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
二
項
、
交
通
安
全

関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
二
項
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関

施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
附
則
第
五
項
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置

す
る
法
律
附
則
第
五
項
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
附
則
第
六
条
第
二
項
又
は
電

法
附
則
第
六
条
第
二
項
又
は
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附

線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第

則
第
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
と
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
繰
入
金

二
項
」
と
、
「
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
」
と

」
と
あ
る
の
は
「
繰
入
金
、
附
則
第
二
十
項
、
第
二
十
二
項
、
第
二
十
三
項
又

あ
る
の
は
「
、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
、
附
則

は
第
二
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
産
業
投
資
特
別
会
計
社
会
資
本
整
備
勘
定
へ
の

第
二
十
項
、
第
二
十
二
項
、
第
二
十
三
項
又
は
第
二
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
産

繰
入
金
及
び
道
路
法
附
則
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
、
道
路
の
修
繕
に
関
す
る

業
投
資
特
別
会
計
社
会
資
本
整
備
勘
定
へ
の
繰
入
金
」
と
、
「
並
び
に
附
属
諸

法
律
第
三
条
第
四
項
、
土
地
区
画
整
理
法
附
則
第
十
三
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で

費
」
と
あ
る
の
は
「
、
道
路
法
附
則
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
、
道
路
の
修
繕

、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附

に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
四
項
、
土
地
区
画
整
理
法
附
則
第
十
三
項
か
ら
第
十

則
第
六
項
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
五
項
、
交
通
安

五
項
ま
で
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別

全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
附
則
第
八
項
、
電
線
共
同
溝
の
整

措
置
法
附
則
第
六
項
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
五
項

備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
二
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
又
は
沖
縄

、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
附
則
第
八
項
、
沖
縄
振



振
興
特
別
措
置
法
附
則
第
六
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
又
は
負
担
金
」

興
特
別
措
置
法
附
則
第
六
条
第
九
項
又
は
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特

と
、
第
四
条
中
「
の
交
付
」
と
あ
る
の
は
「
の
交
付
、
道
路
法
附
則
第
四
項
若

別
措
置
法
附
則
第
二
条
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
又
は

し
く
は
第
五
項
、
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
、
土
地
区
画
整

負
担
金
並
び
に
附
属
諸
費
」
と
、
第
四
条
中
「
の
交
付
」
と
あ
る
の
は
「
の
交

理
法
附
則
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
道
路
整
備
特
別
措
置

付
、
道
路
法
附
則
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
、
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
第

法
附
則
第
七
条
第
一
項
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に

三
条
第
一
項
、
土
地
区
画
整
理
法
附
則
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
九
項

関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
三
項
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

ま
で
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
附
則
第
七
条
第
一
項
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に

附
則
第
二
項
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
附
則
第
五

お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
三
項
、
共
同
溝
の
整

項
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
附
則
第
六
条
第
二
項
、
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に

備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
二
項
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推

関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
又
は
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関

進
に
関
す
る
法
律
附
則
第
五
項
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
附
則
第
六
条
第
二
項

す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付

、
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
又
は

け
及
び
道
路
整
備
特
別
措
置
法
附
則
第
八
条
に
規
定
す
る
貸
付
金
の
貸
付
け
並

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
二
条
第
一
項
若
し
く
は

び
に
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
及
び
道
路
整
備
特
別
措
置
法
附
則
第
八
条
に
規

の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
七
条
第
六
項
に
規
定
す
る
当
該
公
共

定
す
る
貸
付
金
の
貸
付
け
並
び
に
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収

的
建
設
事
業
で
同
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
投
資
特
別
会
計
社
会
資
本
整
備
勘
定

入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
七
条
第

か
ら
こ
の
会
計
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
金
額
を
も
つ
て
そ
の
費
用
に
充
て
る
も
の

六
項
に
規
定
す
る
当
該
公
共
的
建
設
事
業
で
同
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
投
資
特

」
と
す
る
。

別
会
計
社
会
資
本
整
備
勘
定
か
ら
こ
の
会
計
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
金
額
を
も
つ

て
そ
の
費
用
に
充
て
る
も
の
」
と
す
る
。

～

略

～

略

20

26

20

26

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
政
府
の
経
理
を
こ
の
会
計
に
お
い
て

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
政
府
の
経
理
を
こ
の
会
計
に
お
い
て

27

27

行
う
場
合
に
お
け
る
第
三
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

行
う
場
合
に
お
け
る
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
道
路
整

号
中
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
八
条
の
三

備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
八
条
の
三
第
一
項
」
と
あ

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第

る
の
は
、
「
道
路
整
備
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
）
第
八
条

七
号
）
第
八
条
の
三
第
一
項
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
（
昭
和
四
十
五
年
法

の
三
第
一
項
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
一
号



律
第
八
十
一
号
）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
」
と
す
る
。

）
附
則
第
十
四
条
第
一
項
」
と
す
る
。

略

略

28

28

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
政
府
の
経
理
を
こ
の
会
計
に
お
い
て

前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
政
府
の
経
理
を
こ
の
会
計
に
お
い
て

29

29

行
う
場
合
に
お
け
る
第
三
条
第
一
項
第
八
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同

行
う
場
合
に
お
け
る
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
民
間
都

号
中
「
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律

市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）

第
六
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に

第
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
若

置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
若
し
く
は
附
則
第

し
く
は
附
則
第
十
五
条
第
二
項
」
と
す
る
。

十
五
条
第
二
項
」
と
す
る
。


